
図
が
あ
り
あ
り
と
み
え
て
い

る
。

し
か
も
、

四
月
に

は
、

添
田
知
通
権
大
属
・

飯
島
憲
章
中
属
の

統
括
の

も
と
に
、

三
十
八
名
の

メ

ン

バ

ー
が
、

第
一

大
区
か
ら
第
二
十
大
区
の

地
租
改
正
掛
の

分
担
者
と

な
っ

て
、

五
月
か
ら
活
動
を
開
始
し
た
政
府
の

地
租
改
正
事
務
局
と
タ
イ
ア
ッ

プ
で

き
る
組
織
体
制
を
つ

く
り

あ
げ
て
い

っ

た
（『
横
浜
市
史
』
第
三
巻
下
）。

土
地
の

所
在
地
・

面
積
・

所
有
者
の

確
定
を
内
容
と
す
る
地
押
丈
量
と
地
引
絵
図
の

作
成
は
、

一

八
七

五
年
八
月
ご
ろ
ま
で

に
は
終
了
し
た
。

神
奈
川
県
全
体
で
、

地
押
丈
量
に
よ
る
改
正
前
と
改
正
後
の

耕
地

面
積
は
、

第
五
表
の

と
お

り
で
、

田
・

畑
と
も
に

改
正
以
前
よ
り
増
加
し
て
い

て
、

田
の

増
加
率
は
約
二

七
㌫
、

畑
は
約
二
〇
㌫
で

あ
る
。

地
租
改
正
の

作
業
は
、

地
引
絵
図
の

作
成
と
地
押
丈
量
が
ほ
ぼ
終
了
し
た
の

に

と
も
な
い
、

つ

ぎ
に

小

作
米
金
調
査
を
基
礎
と
す
る
地
価
調
査
の

作
業
が
、

「
戸
長
副
村
用
掛
リ
代
議
人
等
立
会
」
の

も
と
で

進

め
ら
れ
て
い

く
（
一

八
七
五
年
六
月
十
五
日
神
奈
川
県
達
第
七
一

号
）。
し
か
し
、

こ

の

作
業
は
最
も
困
難
を

き
わ
め
た
。

地
引
絵
図
の

作
成
は
、

予
想
以
上
に

遅
れ
た
が
、

こ

の

こ

ろ
（
一

八
七
五
年
九
月
）
に

は
一

、

二
村
を
残
す
だ
け
に

ま
で

こ

ぎ
つ

け
て
い

た
。

地
価
調
査
の

作
業
は
短
期
間
で

終
え
る
こ

と
を
指
示
さ
れ
て
い

た
よ
う
で

あ
る
が
、

な
か
な
か
作
業

は
進
ま
な
か
っ

た
。

す
で

に
こ

の

年
八
月
三
十
日
の

太
政
官
布
告
第
一

五
四
号
で
、

各
地
方
の

地
租
改
正
期
限
は
、

一

八
七
六
年
と
定
め
ら
れ
て

は

い

た
が
、

事
業
は
予
定
ど
お

り
完
了
す
る
見
込
み
は
た
っ

て
い

な
か
っ

た
。

実
際
、

地
価
調
査
作
業
の

視
察
を
記
し
た
県
権
大
属
添
田
知
通
の

「
日

記
」
に

よ
れ
ば
、

一

八
七
五
年
十
月
現
在
で
、

八
つ

の

大
区
と
四
十
七
の

小
区
で

地
価
調
査
の

作
業
が
、

難
航
も
し
く
は
ス

ト
ッ

プ
し
て
い

た
。

添

田
は
、

こ

う
し
た
事
態
を
、

戸
長
・

副
戸
長
・

村
用
掛
に

対
し
て

「
説
諭
」・
「
申
諭
」
あ
る
い

は
「
督
促
」・
「
督
責
」
を
お
こ

な
っ

て

打
開
し
て
い

第5表　神奈川県の地租改正による耕地面積と租税額の
変化

改正前の租税額については1873～75年の石代値段の平均である
『明治初年地租改正基礎資料』下巻による
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こ

う
と
し
た
（
小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』）。

こ

の

年
七
月
、

地
租
改
正
事
務
局
の

議
定
に

基
づ

い

て
、

「
地
租
改
正
条
例
」
細
目
の

第
二
条
で
、

中
央
集
権
的
な
や
り
か
た
で

事
業
を
強
化
す

る
方
向
を
指
示
し
て
い

た
し
、

十
月
に
は
地
租
改
正
条
例
第
七
章
に

但
し
書
き
を
追
加
し
、

太
政
官
布
告
で
、

地
価
を
不
当
に

申
告
す
る
時
は
検
見

法
を
施
行
す
る
と
威
圧
し
て
い

た
だ
け
に
、

添
田
の

打
開
策
は
、

現
地
の

状
況
を
た
ん
ね
ん
に

踏
査
し
た
う
え
で

の

処
置
で

あ
る
こ

と
か
ら
、

改
正

事
業
を
、

統
一

的
、

体
系
的
に

推
進
し
よ
う
と
す
る
政
府
の

方
針
の

成
否
の

鍵
を
握
っ

て
い

た
の

で

あ
る
。

小
作
米
金
を
算
定
基
準
と
す
る
地
価
調
査
の

作
業
は
、

小
作
米
金
に
よ
る
地
位
等
級
の

体
系
化
を
生
み
出
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
た
。

地
位
等
級
は

従
来
通
り
上
中
下
三
等
に
区
分
す
る
方
式
で

始
ま
っ

た
が
、

一

八
七
五
年
十
一

月
に
は
、

「
一

等
二
等
三
等
与
配
称
シ

地
位
之
肥
瘠
ニ

従
而
幾
級
ニ

モ

等
名
ヲ

以
」
区
分
す
る
方
式
に

転
換
し
た
た
め
、

各
村
ご
と
に
、

そ
の

土
地
の

肥
瘦
に

応
じ
た
地
位
等
級
が
不
特
定
に
決
め
ら
れ

る
こ

と

と

な

り
、

小
区
内
、

大
区
内
、

県
内
で

相
互
に

関
連
し
統
一

さ
れ
た
地
位
等
級
と
は
な
り
え
な
か
っ

た
。

そ
れ
だ
け
、

地
域
の

実
情
が
加
味
さ
れ
る
こ

と

に

も
な
り
え
た
わ
け
で

あ
る
。

こ

う
し
て

小
作
米
金
額
に
よ
る
地
位
等
級
が
各
村
、

各
区
ご
と
に
、

「
戸
長
副
村
用
掛
リ
代
議
人
等
立
会
」「
地
主
等

熟
議
」
を
経
て

決
め
ら
れ
、

地
価
算
出
表
も
県
に
よ
っ

て

作
成
さ
れ
、

こ

の

年
の

終
わ
り
頃
に
は
、

地
租
改
正
総
代
人
へ

配
付
さ
れ
て
い

っ

た
。

等

級
の

体
系
化
は
、

各
等
級
ご
と
に

集
計
さ
れ
た
小
作
米
金
を
平
均
し
て

反
当
た
り
の

地
価
を
は
じ
き
出
す
方
法
で

あ
っ

た
。

地
租
改
正
事
務
局
が

活
動
を
開
始
し
、

旧
租
以
下
の

新
地
租
が
予
測
さ
れ
る
小
作
米
地
価
を
と
り
や
め
て
、

収
穫
米
地
価
だ
け
に

統
一

し
よ
う
と

し
て
い

る
こ

の

時
期
に
、

な
お
小
作
米
金
を
基
準
と
す
る
地
価
の

算
出
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

た
の

で

あ
る
。

こ

の
こ

と
は
、

神
奈
川
県
の

地
租
改

正
事
業
の

特
色
で

あ
り
、

そ
の

後
の

収
穫
米
地
価
方
式
に

も
影
響
を
与
え
る
こ

と
に

も
な
る
（
関
順
也
「
多
摩
の

地
租
改
正

」『
創
価
経
済
論
集
』
第
六
巻

一

号
）。
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地
租
改
正
事

業
の

完

了

小
作
米
地
価
方
式
が
そ
の

ま
ま
進
め
ら
れ
れ
ば
、

旧
租
以
下
の

地
租
に

決
定
さ
れ
る
は
ず
で

あ
っ

た
。

一

八
七
六
（
明
治
九
）
年

三
月
「
関
東
八
州
地
租
改
正
着
手
ノ

順
序
」
に

よ
っ

て
、

こ

の

方
式
は
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。

「
関
東
八
州
地
租
改
正
着
手
ノ

順

序
」
は
、

神
奈
川
県
を
ふ
く
め
て

改
正
事
業
の

遅
れ
て
い

る
関
東
八
州
へ

の

指
示
で

あ
り
、

地
租
改
正
事
務
局
の

各
地
出
張
官
員
に
た
い

す
る
参
考

書
で

あ
る
。

が
こ

こ

で

あ
ら
た
め
て
、

一

　
丈
量
を
正
確
に
し
て

地
盤
を
定
め
る
こ

と
　
二
　
土
地
の

等
級
を
定
め
る
こ

と
　
三
収
穫
調
査
を
お
こ

な
う
こ

と
　
四
　
米
価
を
定
め
る
こ

と
　
五
　
利
率
を
定
め
る
こ

と

と

し
、

こ

れ
ら
の

要
件
を
満
た
し

て

「
地
価
ヲ

算
出
ス

可
シ

」
と
改
正
着
手

の

順
序
を
打
ち
だ
し
た
の

は
、

地
租
改
正
の

基
礎
作
業
が
、

う
ま
く
積
み
あ
げ
ら
れ
て

き
て
い

な
か
っ

た
か
ら
で

あ
る
。

一

八
七
六
年
五
月
、

神
奈
川
県
は
地
位
等
級
表
の

「
至
急
差
出
」
を
命
じ
、

一

八
七
四
年
二
月
の

「
反
別
地
価
書
上
方
人
民
心
得
書
」
の

修
正
を

お
こ

な
い

収
穫
米
麦
の

調
査
を
始
め
て
、

こ

れ
ま
で

進
め
て

き
た
小
作
米
金
方
式
か
ら
収
穫
米
麦
に

基
づ
く
地
価
算
定
方
式
へ

と

転
換
す
る
（
一

八

七
六
年
五
月
神
奈
川
達
第
一

二

〇
号
、

第
一

二
五
号

）。
土
地
一

筆
ご
と
の

収
穫
量
と
、

そ
れ
を
生
産
す
る
の

に

必
要
な
種
肥
代
の

調
査
が
あ
ら
た
に

実

施
さ
れ
、

「
村
用
掛
代
議
人
及
正
副
区
戸
長
総
代
人
」
た
ち
の

「
会
同
」
で

村
位
等
級
が
「
判
定
」
さ
れ
て

い

っ

た
。

し
か
し
、

実
際
に
は
、

地
位

等
級
表
の

作
成
に

あ
た
っ

て
、

「
集
議
」
の

う
え
「
小
作
等
級
ヲ

用
ユ

ル

事
ト
決
」
め
た
地
域
も
あ
っ

た
し
、

収
穫
米
の

調
査
に

切
り
か
え
た
と
い

っ

て

も
、

こ

れ
ま
で

に

進
め
て

き
た
小
作
米
金
に

よ
る
等
級
を
基
準
に

し

て

地
位
等
級
表
が
作
成
さ
れ
て
い

っ

た
よ

う
で

あ
る
。

ま
た
、

米
麦
の

収

穫
調
査
に

し
て

も
、

実
際
に
か
か
る
種
肥
代
を
控
除
し
て

収
穫
量
を
申
告
す
る
と
い

う
方
法
が
と
ら
れ
て

い

た
（「
多
摩
の

地
租
改
正
」、
「
神
奈
川

県
地
租
改
正
事
業
の

特
色
」）。

こ

の

よ
う
な
方
法
で

積
み
あ
げ
ら
れ
て

き
た
収
穫
量
は
、

一

八
七
七
年
八
月
に
召
集
さ
れ
た
関
東
一

府
六
県
の

地
方
官
会
議
に
お
い

て
、

「
其
額

寡
少
ナ
ル

ヲ

以
テ
之
ヲ

採
取
セ

ス

」
と
一

蹴
さ
れ
て
、

地
租
改
正
事
務
局
の

見
込
収
穫
高
が
押
し
つ

け
ら
れ
る
こ

と
に

な
る
。

こ

の

会
議
で
、

県
の

見
込
案
と
事
務
局
案
の

中
を
と
る
よ
う
な
か
っ

こ

う
で
、

神
奈
川
県
は
反
当
収
穫
量
田（
米

）一
・

二
六
石
余
、

畑（
麦

）○
・

九
六
石
余
、

地
租
総
額
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八
十
四
万
円
余
を
押
し
つ

け
ら
れ
る
。

こ

の

押
し
つ

け
収
穫
量
を
前
提
に

し
て
、

こ

の

年
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て

従
来
の

収
穫
米
麦
一

斗
に

よ
る

地
位
等
級
区
分
を
一

斗
五
升
に

改
正
し
、

ほ
ぼ
そ
の

体
系
が
で

き
あ
が
っ

て
い

た
地
位
等
級
表
に

よ
っ

て
、

村
々

の

査
定
収
量
が
決
め
ら
れ
て
い

く

こ

と
に

な
る
（『
明
治
十
二

年
十
月
河
野
少
書
記
官
殿
ヨ

リ
推
問
ニ

付
呈
ス

　
地
租
等
級
組
織
方
法
及
改
租
調
理
順
序
　
施
行
差
示
ニ

至
迄
　
概
略
手
続
書
』
〈
添
田

家
文
書
〉
以
下
「
概
略
手
続
書
」
と
略
）。

こ

の

よ
う
な
村
々

へ

の

収
穫
量
の

押
し
つ

け
と

そ

れ
に

基
づ
い

て

は
じ
き
出
さ
れ
る
地
価
←
地
租
の

決
定

は
、

旧
貢
租
額
の

維
持
と
い

う
維
新
政
府
の

意
図
が
は
っ

き
り
と
前
面
に

押
し
だ
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
し
た
。

一

八
七
八
年
に

は
い

り
、

県
で

査
定

し
た
収
穫
高
に
よ
っ

て

決
め
ら
れ
た
地
価
お
よ
び
地
租
が
大
区
へ

配
付
さ
れ
、

大
区
か
ら
小
区
の

村
々

へ

と
割
当
て

ら
れ
、

村
内
の
一

筆
ご
と
の

土

地
に

ま
で

配
分
さ
れ
る
。

村
々

で

は
こ

れ
に

基
づ
い

て

「
田
畑
宅
地
米
麦
収
穫
地
価
割
付
帳
」
な
ど
が
作
成
さ
れ
る
。

八
月
に

神
奈
川
県
の

耕
宅
地

の

新
税
が
許
可
さ
れ
地
租
改
正
事
業
は
ほ
ぼ
完
了
す
る
。

地
租
改
正
の

結
果
を
、

神
奈
川
県
全
体
の

新
し
い

租
税
額
と
従
来
の

租
税
額
と
を
比
較
し
て

み
る
と
、

田
方
は
約
一

四
㌫
の

減
租
で

あ
る
の

に

た

い

し
て
、

畑
方
は
約
二
倍
の

増
租
と
な
り
、

全
体
と
し
て
二
六
㌫
以
上
の

増
租
と
な
っ

た
（
第
五
表
）。
「
田
ニ

寛
、

畑
ニ

荷
」
と
い

わ
れ
た
神
奈
川

県
の

地
価
査
定
の

傾
向
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
あ
ら
わ
れ
て
い

る
。

と
く
に
、

県
下
の

内
陸
部
畑
作
地
帯
の

三
多
摩
、

高
座
、

愛
甲
、

津
久
井
の

諸
郡

は
、

畑
の

比
率
は
七
割
以
上
で
、

畑
租
増
税
の

影
響
は
著
し
か
っ

た
。

こ

れ
ら
の

畑
作
地
帯
の

村
々

は
、

地
租
改
正
に
よ
っ

て

ほ
と
ん
ど
の

村
で

は

田
租
が

減
っ

た
に

も
か
か
わ
ら
ず
畑
租
の

増
額
が

直
接
的
に

村
全
体
の

大
幅
な
増
租
を
も
た
ら
し
て
い

た
。

し
か
し
、

大
幅
な
増
租
に

対
す
る
農
民

の

動
向
は
、

あ
と
で

述
べ

る
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
ほ
か
六
か
村
の

改
租
不
服
運
動
な
ど
に

み
ら
れ
る
よ
う
な
、

地
租
改
正
事
業
に

対
す
る
抵
抗
と
い

う
か

た
ち
を
ほ
と
ん
ど
と
ら
な
か
っ

た
。

一

八
七
八
年
八
月
、

鎌
倉
郡
瀬
谷
村
ほ
か
六
か
村
を
除
い

て
、

県
下
千
二
百
十
二
か
村
の

新
し
い

租
税
の

施
行
が
許
可
さ
れ
、

一

八
七
九
年
に

か

け
て

土
地
所
有
者
に

改
正
地
券
が
交
付
さ
れ
る
。

こ
の

頃
か
ら
山
林
原
野
な
ど
が
、

官
・

民
・

共
有
の

三
種
に

区
別
さ
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
地
価
が
決
め
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ら
れ
、

一

八
八
〇
年
九
月
に

地
租
改
正
事
業
は
完
了
し
た
。

地
租
改
正
に
よ
る
新
し
い

租
税
額
の

取
り
立
て

は
、

一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
に

ま
で

さ
か

の

ぼ
っ

て

徴
収
さ
れ
た
。

増
税
と
な
っ

た
新
租
と
、

増
加
分
を
一

括
し
て

納
入
さ
せ
る
こ

と
は
、

実
際
上
困
難
で

あ
っ

た
こ

と
か
ら
、

一

八
八
二
年
三
月
に

「
年
賦
延
納
許
可
」、

五

月
に

は
「
年
賦
延

納
規
則
」
を
そ
れ
ぞ
れ
布
達
し
て
、

こ

れ
ら
に

よ
っ

て

徴
税
を
お
こ

な
っ

た
。

三
　
地
租
改
正
を
め

ぐ
る

農
民
の

動
向

改
租
事
業
と

農
民
の

不
満

神
奈
川
県
の

地
租
改
正
は
、

神
奈
川
県
を
ふ
く
む
関
東
地
方
の

地
租
改
正
が
、

維
新
政
府
か
ら
「
最
大
難
区
」
と
み
な
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
、

小
作
米
金
に

基
づ
く
地
価
算
定
方
式
と
か
、

実
際
の

種
肥
代
を
控
除
し
て

地
価
の

算
出
を
お
こ

な
う
な
ど
、

実
情
に

そ
く
し
た
農
民
的
色
彩
の

濃
い

方
法
を
あ
み
だ
し
て
い

た
。

そ
れ
だ
け
に
、

旧
貢
租
額
の

確
保
と
い

う
国
家
的
要
請
を
前
面
に

押
し
だ
す
地
租
改
正

事
務
局
に

受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
の

で

あ
る
。

そ
の

た
め
、

一

八
七
七
（
明
治
十
）
年
八
月
の

関
東
一

府
六
県
の

地
方
官
会
議
で

決
定
さ
れ
た
反

当
収
穫
量
と
地
租
額
が

押
し
つ

け
ら
れ
た
う
え
に
、

「
関
東
地
方
で

は
之
（
等
級
決
定
へ

の

干
渉
）
を
や
り
ま
し
た
」
と
地
租
改
正
事
務
局
の

派
出
官

有
尾
敬
重
が
は
っ

き
り
と
述
べ

て
い

る
よ
う
に
、

干
渉
が
地
位
等
級
の

決
定
か
ら
収
穫
量
、

地
価
、

地
租
の

決
定
に
ま
で
い

た
る
改
正
作
業
の

全
過

程
に

わ
た
っ

て
い

た
こ

と
か
ら
、

農
民
の

不
満
は
少
な
か
ら
ず
く
す
ぶ
っ

て
い

た
。

全
国
的
に

み
て

も
、

地
租
改
正
事
業
を
め
ぐ
る
農
民
の

不
満
・

批
判
は
、

改
正
事
業
の

実
施
の

段
階
や
、

各
地
の

事
情
に

応
じ
て
、

そ
の

内
容
も

多
様
で

あ
っ

た
。

手
短
か
に
述
べ

る
と
、

ま
ず
は
じ
め
の

段
階
で

は
地
券
名
請
け
を
め
ぐ
る
対
立
、

地
租
改
正
入
費
の

負
担
、

地
租
徴
収
に
い

た
る

ま
で

の

石
代
納
制
の

決
定
米
価
を
め
ぐ
る
問
題
が
焦
点
と
な
っ

た
。

さ
ら
に
つ

ぎ
の

段
階
で
、

地
位
等
級
、

地
価
決
定
を
め
ぐ
る
問
題
が
焦
点
と
な
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っ

て
、

各
地
で

農
民
の

抵
抗
が
一

揆
の

か
た
ち
を
と
っ

て

発
生
し
た
。

な
か
で

も
、

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
に

お

こ

っ

た
、

茨
城
県
、

三
重
県
、

堺
県
、

愛
知
県
、

岐
阜
県
下
の

大
規
模
な
地
租
改
正
反
対
運
動
は
、

地
租
改
正
事
業
を
進
め
て
い

た
維
新
政
府
に

強
い

衝
撃
を
あ
た
え
た
。

そ
の

た

め
、

翌
年
、

維
新
政
府
は
地
租
を
地
価
の

百
分
の

三
か
ら
二
・

五
に

引
き
下
げ
た
。

当
時
の

落
首
に
、

「
竹
槍
で

ど
ん

と
突
き
出
す
二
分
五
厘
」
と

あ
る
の

は
、

こ

の
一

揆
が

農
民
に

も
っ

た
意
味
を
明
り
ょ

う
に

示
し
て
い

る
と
い

わ
れ
て
い

る
。

神
奈
川
県
下
の

地
租
改
正
事
業
を
め
ぐ
る
農
民
の

不
満
と
苦
情
は
、

前
記
の

諸
県
に
お
こ

っ

た
よ
う
な
一

揆
と
い

う
か
た
ち
で

爆
発
は
し
な
か
っ

た
が
、

と
く
に
、

一

八
七
六
年
以
降
、

地
位
等
級
の

組
み
立
て

方
を
め
ぐ
っ

て
、

県
が
押
し
つ

け
る
等
級
表
に

納
得
し
な
い

で

苦
情
を
申
し
立
て

る

村
々

が
続
出
し
た
。

「
受
書
」
の

差
出
し
を
も
と
め
て

県
は
、

再
三
「
説
諭
」
や
「
懇
諭
」
を
お

こ

な
っ

て
、

地
租
改
正
事
業
に

「
服
従
」
さ
せ
る

こ

と
で
こ

の

事
態
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い

た
（「
概
略
手
続
書
」）。
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
ほ
か
六
か
村
の

改
租
不
服
運
動
は
、

こ

の

時
期
に

展
開
さ
れ
た
。

こ

の

不
服
運
動
は
、

地
租
改
正
事
業
の

経
過
か
ら
い

え
ば
、

後
の

段
階
で

お
こ

っ

た
事
件
で

あ
る
の

に

対
し
て

地
租
改
正
事
業
そ
の

も
の

に

対
す
る

不
服
で

は
な
い

が
、

大
住
郡
真
土
村
で

質
地
の

名
請
け
を
め
ぐ
っ

て

発
生
し
た
真
土
事
件
は
、

前
の

段
階
に

お
き
た
事
件
で

あ
る
。

こ

の

ほ
か
、

多

摩
郡
の

地
位
等
級
偏
重
嘆
願
や
、

南
多
摩
郡
木
曾
・

根
岸
の

二
か

村
と
高
座
郡
淵
野
辺
村
に

か
か
わ
る
山
林
原
野
払
下
げ
を
め
ぐ
る
事
件
、

あ
る
い

は
、

村
民
暴
動
寸
前
に

ま
で

な
っ

た
大
住
郡
堀
山
下
村
の

山
林
原
野
払
下
げ
事
件
な
ど
が
あ
る
。

以
下
、

真
土
事
件
と
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
ほ
か
六
か
村

の

改
租
不
服
運
動
に
つ

い

て
そ
の

概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、

県
立
厚
木
高
校
社
会
部
編
、

『
社
会
研
究6

』、
『
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
』、
高
崎
実
「
瀬
谷
村
他
六
ケ

村
改
租
不
服
運
動
の

展
開
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』

第
34

号
、

小
林
孝
雄
『
神
奈
川
の

夜
明
け
』
を
参
照
し
た
。

真
土
事
件

一

八
七
八
（
明
治
十
一

）
年
十
月
、

こ

の

月
は
神
奈
川
県
の

地
租
改
正
事
業
担
当
者
に

と
っ

て
、

記
憶
さ
れ
る
べ

き
事
柄
で

み
ち
て

い

た
。

十
月
十
五
日
、

改
租
不
服
従
の

運
動
を
つ

づ

け
て
い

る
鎌
倉
郡
瀬
谷
村
ほ
か
六
か

村
に

対
し
て
、

県
達
丙
三
六
九
号
で

太
政
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官
布
告
第
六
八
号
の

適
用
を
指
令
し
て
、

一

方
的
に

地
価
の

押
し
つ

け
と
収
税
を
は
か

っ

て
い

っ

た
。

ま
た
こ

の

日
、

地
租
改
正
事
務
に

勉
励
し
た
と
い

う
理
由
で
、

県
二
等

属
に
昇
進
し
て
い

た
添
田
知
通
が
県
令
野
村
靖
か
ら
、

金
七
十
円
を
下
賜
さ
れ
て

い

る
。

こ

れ
は
、

県
下
の

耕
宅
地
の

改
租
事
業
が

終
わ
り
、

勇
躍
山
林
原
野
の

改
租
事
業

に

取
り
組
も
う
と
い

う
県
令
野
村
の

添
田
に

対
す
る
督
励
で

も
あ
っ

た
ろ
う
。

山
林
原

野
の

改
租
事
業
を
本
格
的
に

推
進
し
よ
う
と
し
た
矢
先
の

十
月
二
十
六
日
夜
、

秋
雨
の

降
り
し
き
る
大
住
郡
真
土
村
で
、

冠
弥
右
ヱ

門
ほ
か
二
十
八
人
の

農
民
が
、

当
時
の

真

土
村
の

戸
長
松
木
長
右
ヱ

門
の

家
を
襲
い
、

長
右
ヱ

門
ら
家
族
と
雇
人
七
人
を
殺
害
、

四
人
に

傷
を
負
わ
せ
、

屋
敷
に

火
を
放
っ

た
。

い

わ
ゆ
る

真
土
事
件
（
真
土
騒
動
）
で

あ
る
。

真
土
村
で

は
旧
幕
時
代
か
ら
特
殊
な
質
地
慣
行
が
お
こ

な
わ
れ
て
い

た
。

こ

の

事
件

の

発
端
は
、

こ

の

質
地
慣
行
か
ら
発
生
し
た
。

冠
弥
右
ヱ

門
ら
は
、

松
木
に

土
地
を
質

入
し
て
い

た
が
、

そ
の

土
地
は
当
時
の

県
下
の

多
く
の

質
地
慣
行
と
同
じ
よ
う
に
、

質

置
主
の

意
向
に
よ
ら
な
い

限
り
所
有
権
の

移
転
を
と
も
な
わ
な
い

性
質
の

も
の
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

壬
申
地
券
の

交
付
事
業
、

質
地
に

よ
る
土
地
移
動
は
、

質
取
主
が
地
券
を
請
け
る
こ

と
を
方
向
づ
け
た
。

と
く
に
一

八
七
三
（
明

治
六

）
年
の

「
地
所
質
入
書
入
規
則
」
の

公
布
は
、

こ

の

方
向
に
い

っ

そ
う
拍
車
を
か
け
た
。

真
土
村
の

場
合
、

一

八
七
三
年
の

地
券
名
請
け
は
、

「
村
吏
等
立
会
保
証
」
の

も
と
で
、

松
木
は
い

つ

で

も
土
地
の

請
戻
し
を
す
る
こ

と
を
約
束
し
た
た
め
紛
争
は
お
こ

ら
な
か
っ

た
。

し
か
し
、

地
租
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改
正
事
業
の

進
行
、

な
か
ん
ず
く
、

地
引
絵
図
の

作
成
に

と
も
な
う
土
地
丈
量
が
お
こ

な
わ
れ
た
さ
い

に
、

冠
た
ち
は
、

質
地
が
松
木
の

名
義
と
な

っ

て
い

る
こ

と
か
ら
、

「
自
己
所
有
ノ

権
ヲ

失
ヒ

候
様
可
立
至
哉
ト
心
付
」、

再
び
質
地
の

請
戻
し
を
要
求
す
る
の

で

あ
る
。

松
木
は
、

区
長
兼
戸
長

の

役
職
を
巧
み
に

利
用
し
、

前
も
っ

て

冠
ら
の

印
鑑
を
預
か
り
、

自
分
で

連
署
し
て

地
引
帳
を
作
成
し
て
、

質
地
を
自
分
の

名
義
に

し

た
の

で

あ

る
。

冠
ら
に
と
っ

て

み
れ
ば
、

土
地
を
「
無
謂
彼
レ

ニ

掠
奪
」
さ
れ
た
の

に

等
し
い

感
情
を
い

だ
い

て

い

た
。

近
辺
の

区
戸
長
た
ち
も
、

松
木
の

「
奸
謀
」
で

あ
る
と
証
言
し
た
こ

と
も
あ
っ

て
、

冠
ら
は
問
題
を
横
浜
の

裁
判
所
へ

持
ち
だ
す
こ

と
に

し
、

村
民
六
十
五
人
の

名
で

土
地
の

請
戻
し

を
提
訴
す
る
に
至
る
。

一

審
で

は
冠
ら
の

主
張
が
通
っ

た
が
、

松
木
の

上
訴
し
た
二
審
で

は
冠
ら
の

敗
訴
と
な
っ

た
。

冠
た
ち
は
悲
嘆
に

く
れ
、

仕

事
も
ろ
く
に

手
に
つ

か
な
い

あ
り
さ
ま
だ
っ

た
。

そ
の

う
え
小
作
料
の

督
促
や
裁
判
費
用
の

取
立
て

な
ど
、

松
木
の

冠
ら
に

対
す
る
扱
い

は
き
び
し

く
、

「
村
民
ノ

困
却
不
容
易
、

右
金
圓
ヲ

調
達
セ

シ

為
縦
令
身
代
限
リ
之
御
処
置
ヲ

請
ル

モ

銘
々

家
族
一

同
凍
餓
ニ

及
フ
ハ

更
ニ

如
何
ト
モ

ス

ル

ノ

手
段
無
之
」
と
い

う
事
態
に

追
い

こ

ま
れ
て
い

っ

た
。

大
審
院
へ

訴
え
る
費
用
も
な
い
。

そ
こ

で

司
法
省
へ

三
人
の

総
代
を
も
っ

て

駆
け
込
み
願
い

を
敢
行
し
た
が
、

筋
違
い

と
の

理
由
で

門
前
払
い

を
う
け
る
。

思
い

あ
ま
っ

て

「
進
退
維
谷
」
つ

い

に

「
暴
挙
殺
戮
」
を
決
行
し
た
の

で

あ
る
。

そ
の

頃
真
土
村
で
、

こ

の

事
件
を
当
時
の

流
行
歌
や
俗
謡
に

合
わ
せ
て

巧
み
に

言
葉
を
作
り
、

お
も
し

ろ
お

か

し

く
唄
う
替
え
唄
が
流
行
し
て

い

た
。

そ
の

替
え
唄
の
一

つ

「
新
編
阿
呆
陀
羅
経
」
の
一

節
、

〽
そ
も
そ
も
　
だ
ん
だ
ん
　
お
経
の

は
じ
ま
り

　
近
年
ま
れ
な
る

　
村
質
地
と
流
地
に

致
し
て

　
〈
中
略
〉　

民
事
と
刑
事
に

調
べ

ら
れ

真
土
に

於
て

　
強
欲
無
慈
悲
な
松
木
と
言
う
な

　
欲
が
深
く
て

　
ほ
ん
に

思
え
ば
憎
ら
し
や

　
急
に

帰
れ
る
身
で

は
な
い

　
内
で

権
位
が

高
く
て

　
顔
が
広
く
て

　
世
間
が
狭
い

　
そ
れ
は
よ
け

　
は
親
子
が
泣
い

て
い

る

　
神
や
仏
に

見
は
な
さ
れ

　
世
間
で

ふ

れ
ど
　
こ

ま
っ

た
事
に

は

　
地
券
の

時
か
ら
心
に

掛
け
て

　
一

　

び
ん
と
思
う
人
は
な
い

…
…
〈
以
下
略
〉

こ

の

替
え
唄
は
、

横
浜
裁
判
所
で

第
一

審
の

判
決
が
お
り
た
頃
か
ら
唄
わ
れ
、

松
木
の

敗
訴
を
は
や
し
立
て
、

子
供
た
ち
に

ま
で

口

ず
さ
ま
れ
た
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の
で
、

お
の

ず
と
、

事
件
を
宣
伝
す
る
有
力
な
役
割
を
は
た
し
て
い

た
。

そ
れ
だ
け
に
、

冠
ら
の

実
力
行
使
は
、

新
聞
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

県

内
各
地
に
伝
わ
っ

た
。

事
件
の

発
生
に
と
も
な
い
、

真
土
村
に

は
平
塚
を
は
じ
め

各
地
の

警
察
署
と
県
の

警
保
課
と
か
ら
警
官
が
三
百
名
も
動
員
さ

れ
て

厳
重
な
警
戒
と
探
査
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

村
に

居
住
し
て
い

る
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
の

男
子
は
す
べ

て

平
塚
の

阿
弥
陀
寺
に

呼
び
出
さ
れ
た
。

厳
し
い

取
調
べ

の

結
果
、

そ
の

日
の

う
ち
に

冠
ら
十
六
名
が
逮
捕
さ
れ
た
の

を
皮
切
り
に
、

容
疑
者
は
全
部
で

五
十
六
名
と
な
っ

た
。

彼
ら
は
横
浜

に

護
送
さ
れ
た
が
、

護
送
途
中
の

道
筋
で
は
、

村
人
た
ち
が
「
村
の

犠
牲
者
」
と
土
下
座
し
て

見
送
っ

た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

事
件
後
、

人
び
と
の

同
情
は
冠
た
ち
に

集
ま
っ

た
。

と
く
に

大
住
・

淘
綾
・

愛
甲
の

三
郡
で

は
、

ほ
と
ん
ど
の

戸
長
・

副
戸
長
た
ち
が
冠
ら
の

助

命
嘆
願
運
動
に
立
ち
あ
が
っ

た
。

事
件
発
生
か
ら
お
よ
そ
一

か
月
後
の

十
一

月
二
十
二
日
、

こ

れ
ら
三
郡
百
四
十
か
町
村
駅
余
の

戸
長
・

副
戸
長
村

用
掛
な
ど
約
千
八
百
人
の

署
名
が
付
さ
れ
た
助
命
嘆
願
書
が
県
庁
に

提
出
さ
れ
た
。

事
件
の

発
生
し
た
「
真
土
村
人
民
ノ

景
状
」
は
「
近
頃
不
動
産

ハ

離
レ
、

今
亦
老
幼
婦
女
ハ

啻
ニ

其
父
子
兄
弟
ノ

安
否
ヲ

苦
慮
シ
、

為
メ

ニ

其
業
ヲ

廃
棄
シ
一

村
幾
ト
滅
亡
ノ

姿
ニ

之
ア
リ

」
と
嘆
願
書
が
述
べ

て

い

る

よ

う
に
、

「
其
情
実
ニ

傍
観
ニ

耐
へ

難
」
い

様
相
を
み
せ
て
い

た
。

そ
れ
だ
け
に

助
命
嘆
願
の

運
動
は
、

一

連
の

土
地
制
度
の

改
正
に
よ
っ

て

質
置
主
の

権
利
・

慣
行
が
失
わ
れ
て
い

く
な
か
で
、

所
有
権
の

帰
属
を
め
ぐ
っ

て

耕
作
権
の

優
位
を
主
張
す
る
こ

と
に

本
質
的
に
は
つ

な
が
り
を
持

つ

性
格
を
秘
め
て
い

た
。

助
命
嘆
願
は
翌
年
の
一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
ま
で

続
き
、

嘆
願
者
の

数
は
一

万
五
千
名
に

達
し

た
と
い

う
。

つ

ぎ
つ

ぎ
と
集
ま
る
嘆
願
者
の

名
簿
は
、

真
土
村
の

東
光
寺
を
経
由
し
て

県
庁
へ

提
出
さ
れ
た
。

県
令
野
村
靖
は
、

こ

の

嘆
願
行
動
を
、

国
法
を
動
か
そ
う
と
い

う
の

で

は
な
く
、

「
慈
愛
ノ

心
ヨ

リ
シ

テ
出
来
候
事
」
と
み
て
、

嘆
願
書
を
受
理

し
た
。

そ
し
て

「
此
際
最
モ

行
政
事
務
ノ

障
碍
ナ
キ
ニ

ア
ラ
ズ

」
と
い

う
見
地
か
ら
、

右
大
臣
岩
倉
具
視
に

助
命
嘆
願
の

上
申
書
を
提
出
し
た
。

上

申
書
の

草
稿
は
添
田
知
通
が
起
草
し
た
。

野
村
靖
、

添
田
知
通
を
中
心
と
す
る
助
命
嘆
願
が
、

行
政
事
務
な
か
ん
ず
く
地
租
改
正
事
業
の

推
進
と
裏

腹
の

関
係
に

あ
っ

た
と
い

う
こ

と
も
考
え
ら
れ
な
い

こ

と
も
な
い

が
、

詳
し
い

こ

と
は
不
明
で

あ
る
。

い

ず
れ
に
し
て

も
、

瀬
谷
村
の

改
租
不
服
従
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運
動
の

合
法
性
を
キ
ッ

パ

リ
と
否
定
し
た
こ

と
と
、

真
土
村
で

の

実
力
行
使
者
に

対
す
る
、

県
当
局
者
の

助
命
嘆
願
へ

の

理
解
と
奔
走
が
、

同
じ
時

期
で

あ
る
こ

と
は
興
味
深
い
。

県
内
の

広
範
な
助
命
嘆
願
運
動
に

支
え
ら
れ
た
、

県
令
野
村
靖
の

助
命
上
申
が
功
を
奏
し
て
、

一

八
八
〇
（
明
治
十
三

）
年
五
月
に

横
浜
裁
判
所

で

下
っ

た
判
決
で

は
、

冠
ら
四
人
は
斬
罪
、

徴
役
十
年
が
八
人
、

徴
役
三
年
が
十
四
人
で

あ
っ

た
が
、

冠
ら
四
人
は
県
令
預
か
り
と
な
り
、

死
一

等

を
減
ぜ
ら
れ
終
身
徴
役
と
な
っ

た
。

そ
の

後
冠
ら
は
仮
出
所
、

ま
た
は
満
期
放
免
と

な
り
、

一

八
八
九
（
明
治
二

十
二

）
年
、

大
日
本
帝
国
憲
法
の

発
布
に

と
も
な
う
特
赦
で

全
員
が
放
免
さ
れ
た
。

こ

の

間
、

一

八
八
一

年
に
は
、

「
真
土
の

松
庭
木
植
換
」、
「
深
山
の

松
木
間
月
影
」
と
い

う
演
題

で
、

真
土
事
件
を
と
り
あ
げ
た
芝
居
が
、

坂
東
彦
十
郎
、

中
村
時
蔵
ら
に
よ
っ

て
、

平
塚
を
中
心
に

各
地
で

上
演
さ
れ
て

好
評
を
え
た
。

ま
た
受
刑

者
の

仮
出
所
を
求
め
る
嘆
願
書
も
数
多
く
出
さ
れ
る
な
ど
、

こ

の

事
件
は
地
域
の

人
び
と
に

最
大
の

関
心
を
も
た
れ
て

語
り
つ

が
れ
て
い

っ

た
。

な

お
真
土
事
件
は
、

質
地
小
作
に

お
け
る
所
有
権
の

確
立
が
、

地
券
名
請
け
を
め
ぐ
っ

て

質
置
主
と
質
取
主
と
の

貸
借
金
関
係
が
絡
ん
で

問
題
と
な
っ

た
が
、

質
置
主
が
小
作
農
に

転
落
す
る
可
能
性
を
示
し

た
。

そ
れ
だ
け
に
、

質
地
の

書
入
期
間
が
き
わ
め
て

短

期
化
さ
れ
た
一

八
八
〇
年
代
の

は
げ
し
い

経
済
変
動
の

も
と
で

お
こ
っ

た
農
民
の

負
債
返
済
騒
擾
の

遠
因
を
地

租
改
正
の

結
果
に

求
め
る
こ

と
に

も
一

つ

の

理
由
が
あ

る
と
い

え
よ
う
。

瀬
谷
村
ほ
か
六
か

村
改
租
不
服
運
動

一

八

七
八
（
明
治
十
一

）
年
十

月
十
五
日
、

県
令
野
村
靖
は
、

1966年に建てられた真土事件の碑
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